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（分担）研究報告書 

分担研究課題「薬剤耐性ワンヘルスのデータ比較解析と文献レビューに基づくリスク評価」 

 

研究分担者 松永 展明 国立健康危機管理研究機構・国立国際医療センター 

AMR 臨床リファレンスセンター 副センター長、臨床疫学室長 

 

Ａ. 研究目的 

環境水の薬剤耐性菌および抗菌薬の調査方

法の確立に向けた研究を実施し、下水処理場

放流水の全国的なサーベイランスの実施、地

域におけるメタゲノム解析および培養法によ

る環境水中の薬剤耐性モニタリングは、薬剤

耐性因子の全体像を理解し、薬剤耐性の実態

把握に有用である。本検討は、既存のデータ

を用いて、抗菌薬使用量と放流水 ARG の相関

関係について探索的に検討し、リスク評価の

一助とすることを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

  薬剤耐性ワンヘルス動向調査報告書内の抗

菌薬販売量と放流水 ARG を比較した。 

全データを網羅的に検討した内、特にキノロ

ンとマクロライドの抗菌薬使用量（２０１８

－２０２０）と One Health Platform に報告

された全ての放流水薬剤耐性遺伝子（２０１

８－２０２０）における、年度別の傾向と半

年毎の推移を検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

既存データの二次利用のため、ヒトを対象

とした倫理指針の適応外である。 

 

Ｃ. 研究結果 

 年度毎の抗菌薬（マクロライド、フルオロキ

ノロン）と放流水耐性遺伝子の比較について、 

2018 年から 2020 年にかけてキノロンもマク

ロライドも DIDは減少しているが、Total RPKM

は，マクロライドの ARG2020<2018<2019，

Quinoloneは 2018<2019<2020と異なる傾向を

示していた（図１）。 

研究要旨 

薬剤耐性ワンヘルス動向調査報告書内の抗菌薬販売量（キノロンとマクロライド）と放流水

ARG を比較した。年毎、半年毎の抗菌薬販売量と放流水 ARG では、抗菌薬販売量が減少してい

るにも関わらず放流水中の Total RPKM の変動は軽微であり、相関性を確認することは出来な

かった。 

抗菌薬使用量および放流水 ARG は、周期性があり地域毎に差異があることから、粒度の高い

調査期間と地域を絞った検討が必要と考えられた。 
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半年毎の推移について、抗菌薬（マクロライ

ド、フルオロキノロン）と放流水耐性遺伝子

の比較では、周期性があること、双方とも冬

場に高くなる傾向で，2020年にかけて徐々に

下がっていたこと、ARG は 2019 年の冬に、抗

菌薬使用量は 2020 年の夏に低下していた（図

２）。 

抗菌薬（テトラサイクリン、ST 合剤）と 

その放流水耐性遺伝子の比較では、テトラサ

イクリンと ST 合剤は 2012 年から DID が増加

傾向にあったが、ARG の推移に傾向はみられ

なかった（図３）。 

 

Ｄ. 考察 

薬剤耐性ワンヘルス動向調査報告書内の抗

菌薬販売量と放流水 ARG を比較した。年毎の

抗菌薬販売量と放流水 ARG では、抗菌薬販売

量が減少しているにも関わらず放流水中の

Total RPKM の変動は軽微であり、相関性を確

認することは出来なかった。 

半年毎の推移では抗菌薬使用量は、双方周期

性があり冬場に高くなること、２０２０年に

かけて減少傾向にあったが、対応する ARG に

ついては、明らかな傾向を確認することは出

来なかった。ARG の 2019 年冬のデータが他と

比して著しく低下していたことも影響してい

る。 

 抗菌薬使用量については、年単位から半年

単位に粒度をあげることで、より傾向が確認

しやすくなっている。ARG については、一定の

傾向を見出すことが出来なかったが、より正

確な比較をするためには、抗菌薬使用量集計

を月単位、サンプル収集も少なくとも月単位

にするなど詳細な検討が必要と考える。 

また、抗菌薬使用量は各地域差異が大きいこ

とから、全国でまとめて比較することについ

て限界があると考える。より小さな地域の単

位での検討が求められる。 

 

Ｅ．結論 

(1) 薬剤耐性ワンヘルス動向調査報告書内の

抗菌薬販売量と放流水 ARG を比較した。全国、

年/半年単位での比較においては、抗菌薬使用

量および放流水 ARG に相関関係を見出すこと

は出来なかった。 

今後、特定地域での抗菌薬と放流水遺伝子と

の比較検討を実施していく。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

なし 

 

2.  学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

なし 

 

 2. 実用新案登録 

なし 

 

 3.その他 

なし 
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図１抗菌薬（マクロライド、フルオロキノロン）と放流水耐性遺伝子の比較（年毎） 

 

図２抗菌薬（マクロライド、フルオロキノロン）と放流水耐性遺伝子の比較（半年毎） 

 

図３ 抗菌薬（テトラサイクリン、ST 合剤）とその放流水耐性遺伝子の比較（半年毎） 

 


